
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
懐
か
し
い

気
楽
な
稼
業
と

呼
ば
れ
た
日
）
（
「
お
父
さ
ん
！
」
娘
の
叱
責

妻
に
似
て) 

（
つ
ぶ
や
き
も

ス
マ
ホ
が
無
け
れ
ば

独
り
言
）
（
ス
ト
レ
ス
を

持
つ
な
と
医
者
は

軽
く
言
う
）

の
方
針
と
も
重
ね
な
が

ら
、｢

持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
に
向
け
、
労
使

共
々
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
と
な
っ
た
。
社

会
全
体
の
生
産
性
を
あ
げ

て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
。

人
間
性
を
基
礎
と
し
た
生

産
性
三
原
則
が
必
要
と
考

え
る
。
人
を
大
事
に
す
る

日
本
型
経
営
。
雇
用
の
維

持
、
労
使
協
議
、
成
果
の

公
正
配
分
を
目
指
し
答
え

を
出
し
た
い｣

等
と
述

べ
、
具
体
的
な
要
求
方
針

を
講
演
し
た
。

引
続
い
て
、
７
構
成
組

織
か
ら
決
意
が
表
明
さ
れ

た
。
決
意
表
明
を
行
っ
た

(1)第997号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2019年4月1日

季
生
活
闘
争
と
し
た
い｣

と
述
べ
た
。
ま
た
、
統
一

地
方
選
挙
に
触
れ｢

我
々

の
政
策
を
実
現
す
る
た
め

に
支
援｣

を
訴
え
た
。
続

い
て
、
山
崎
連
合
新
潟
副

会
長
が
連
合
新
潟
２
０
１

９
春
季
生
活
闘
争
方
針
に

関
し
て
、
出
身
構
成
組
織

２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起

集
会
が
、
３
月
８
日(

金)

午
後
６
時
か
ら
長
岡
市
勤

労
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

矢
島
議
長
は
挨
拶
で

｢

集
会
で
春
季
生
活
闘
争

に
臨
む
心
を
合
わ
せ
、
成

果
の
上
が
る
２
０
１
９
春
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の
５
名
。

皆
さ
ん
の
決
意
を
受

け
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

終
わ
り
に
、
近
藤
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
副
委
員
長
が
集
会

ア
ピ
ー
ル
を
提
案
・
採

択
。
矢
島
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
闘
う
決
意
を

固
め
あ
っ
た
。

８
日
の
集
会
後
、
第
５

回
幹
事
会
が
行
わ
れ
、
３

月

23
日
の
連
合
新
潟
２

０
１
９
春
季
生
活
闘
争
勝

利
中
小
・
地
場
総
決
起
集

会
や
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

第

90
回
メ
ー
デ
ー
各
地

区
大
会
関
係
、
当
面
の
活

動
等
を
決
定
し
た
。

長
岡
市
議
会
議
員
に
挑
戦

さ
れ
る
松
野
憲
一
郎
さ
ん

意
が
表
明
さ
れ
た
。

推
薦
の
皆
さ
ん
は
、
新

潟
県
議
会
議
員(

長
岡
市

三
島
郡
選
出
）
の
長
部
登

さ
ん
、
同
じ
く
佐
藤
伸
広

さ
ん
。
長
岡
市
議
会
議
員

の
小
坂
井
和
夫
さ
ん
、
同

じ
く
五
十
嵐
良
一
さ
ん
、

部)

、
杉
本
さ
ん(

私
鉄
総

連
越
後
交
通
労
組)

、
山

﨑
さ
ん(

基
幹
労
連
北
越

興
業
労
組)

、
永
井
さ
ん

(

電
機
連
合
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム

ダ
労
組)

。

皆
さ
ん
か
ら
は
、
公
務

員
職
場
の
臨
時
非
常
勤
職

員
比
率
や
処
遇
状
況
、
組

織
化
と
賃
金
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み
、
賃
金
や

各
種
手
当
改
定
等
の
要

求
、
教
員
の
長
時
間
労
働

の
実
態
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
問
題
点
、
地
方
中
小
の

バ
ス
産
業
の
要
員
不
足
・

長
時
間
労
働
・
低
賃
金
等

の
課
題
と
決
意
、
労
働
時

間
や
時
間
外
割
増
率
、
産

業
別
最
低
賃
金
の
水
準
や

初
任
給
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
、
障
害
者
雇
用
等
に

つ
い
て
決
意
が
表
明
さ

れ
、
参
加
者
全
員
で
共
闘

を
決
意
し
た
。

次
に
、
第

19

回
統
一

地
方
選
挙
連
合
新
潟
推
薦

の
皆
さ
ん
か
ら
連
帯
と
決

の
は
、
田
中
さ
ん(

自
治

労
長
岡
市
職
労)

、
古
川

さ
ん(

Ｊ
Ａ
Ｍ
近
藤
鉄
工

労
組)

、
飯
田
さ
ん(

Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
立
川
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
労
組)

、
大

塚
さ
ん(

新
教
組
長
岡
支

春
季
生
活
闘
争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集
会

７
構
成
組
織
の
組
合
と
連
合
新
潟
推
薦
議
員
等
が
決
意
を
表
明
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第
５
回
幹
事
会
開
く

春
の
選
抜
高
校
野
球
。
甲
子

園
に
は
連
日
大
勢
の
フ
ァ
ン
が

集
い
、
球
児
た
ち
の
プ
レ
ー
に

注
目
が
集
ま
る
。｢

注
目
選
手｣

と
し
て
何
人
か
の｢

超
高
校
級｣

と
言
わ
れ
る
選
手
を
メ
デ
ィ
ア

が
追
い
か
け
、
活
躍
す
る
た
び

に
報
道
も
過
熱
し
て
い
く
▼
新

潟
県
高
野
連
が
発
表
し
た
「
球

数
制
限
」
。
賛
否
様
々
な
議
論

が
巻
き
起
こ
り
、
日
本
高
野
連

は
再
考
を
要
求
。
最
終
的
に
新

潟
県
は
春
の
大
会
で
の｢

球
数
制

限｣

導
入
は
見
送
っ
た
が
、
日
本

高
野
連
は
有
識
者
会
議
を
設
置

し
、
新
潟
県
も
そ
こ
に
加
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
▼
盛
り
上
が
る

高
校
野
球
の
陰
で
、
野
球
の
競

技
人
口
は
人
口
減
に
よ
る
自
然

減
を
は
る
か
に
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
減
少
し
続
け
て
い
る
。｢

野

球｣

そ
の
も
の
が
存
続
の
危
機
を

迎
え
て
い
る
の
だ
。
新
潟
県
は

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
全
て

の
野
球
団
体
が
加
盟
す
る｢

新
潟

県
青
少
年
野
球
団
体
協
議
会｣

を

２
０
１
６
年
に
立
ち
上
げ
、
野

球
存
続
の
た
め
の
具
体
的
な
と

り
く
み
を
始
め
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
団
体
は
全
国
の
ど
こ
に

も
な
い
。
高
校
野
球
の
球
数
制

限
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
提
案

さ
れ
た
も
の
だ
。
野
球
界
を
何

と
か
変
え
る
た
め
の
一
歩
が
、

新
潟
で
は
始
ま
っ
て
い
る
▼

さ
て
こ
こ
か
ら
無
理
矢
理
選
挙

の
話
に
。
何
か
を
変
え
る
た
め

に
は
、
ま
ず
動
き
出
す
き
っ
か

け
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
。
新

潟
野
球
界
の
と
り
く
み
の
よ
う

に｢

全
国
に
一
石
を
投
じ
る｣

た

め
に
、
４
月
か
ら
始
ま
る
２
０

１
９
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

で
、
社
会
を
変
え
る
き
っ
か
け

を
作
り
出
せ
る
か
。
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
今
年
最
大
の
テ
ー

マ
だ
。

事務局次長

多田義和≪№310≫

 東蔵王２
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
や
せ
が
ま
ん

太
っ
て
い
る
か
ら

で
き
ま
せ
ん
）
（
か
み
さ
ん
の

情
報
知
る
の
に

ブ
ロ
グ
読
む
）
（
だ
ん
だ
ん
と

脳
か
ら
顔
に

し
わ
移
動
）
（
好
き
放
題

言
っ
て
金
と
る

評
論
家)
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連
合
新
潟
推
薦
候
補
者
・
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

連合中越加盟単組紹介
― 自動車総連・原田工業労働組合新潟支部―

68 

原田工業労組は総勢250名程の組合員で構成されて

おり、ここ新潟支部ではおよそ120名が在籍していま

す。毎年10月に行う定期総会に、秋取りや春取りが定

例活動として挙げられ、他にクリスマスイベントや

ボーリング大会、バス旅行などを希望参加で実施して

います。

昨今、働き方改革という言葉をよく耳にすると思い

ますが、原田工業ではフレックスタイムや時間単位有

給休暇を導入する事で時間的自由度を拡げ、子育て世

代や介護を必要とするご家庭の方にとっても働きやす

いと思える環境を築いてきました。今後も労働条件の

改善を試み活発な組合活動にしていきたいと考えてい

ます。

長岡市・三島郡

おさべ登
社民・現④・70

新潟県議会議員選挙は

3月29日告示・4月7日投票日

長岡市・三島郡

さとう伸広
立憲民主・現①・52

南魚沼市・南魚沼郡

ひぐち秀敏
無・新・57

見附市

小泉 勝
無・新・50

第90回長岡地区メーデー
プラカードコンクールについて

今年の長岡地区メーデーは、４月２７日（土）に

長岡市立劇場にて開催いたします。

例年、メーデーの際には「プラカードコンクール」を実

施しております。

●今年もプラカードコンクールを開催いたしますの
で、４月２７日のメーデーに向け、各単組で制作を
お願いします！

●プラカードはデモ行進の際に使用し、長岡市立劇
場にてコンクールを実施します。
入賞プラカードには賞品を差し上げます！

参加賞もご用意いたしますので、ぜひ組合員のみ

なさんで作って、メーデーを盛り上げましょう

【ご注意・禁止事項】

・参加組合間で対立する問題については

触れないものとする

・「脱原子力」などに関するプラカード

【問い合わせ】

連合中越地協 ℡０２５８－２４－０５１５

みんなで作ってね


